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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成28年12月22日(2016.12.22)

【公表番号】特表2016-500681(P2016-500681A)
【公表日】平成28年1月14日(2016.1.14)
【年通号数】公開・登録公報2016-003
【出願番号】特願2015-536990(P2015-536990)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｋ   9/06     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  47/32     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  47/34     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  48/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/7105   (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/713    (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   1/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   1/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  45/00     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/113    (2010.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｋ    9/06     ＺＮＡ　
   Ａ６１Ｋ   47/32     　　　　
   Ａ６１Ｋ   47/34     　　　　
   Ａ６１Ｋ   48/00     　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/7105   　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/713    　　　　
   Ａ６１Ｐ   35/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ    1/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ    1/04     　　　　
   Ａ６１Ｋ   45/00     　　　　
   Ｃ１２Ｎ   15/00     　　　Ｇ

【手続補正書】
【提出日】平成28年11月4日(2016.11.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　カチオン性モノマー、疎水性モノマー部分、及び分解性架橋剤の混合物を、前記カチオ
ン性モノマー、疎水性モノマー部分、及び分解性架橋剤の重合を促進する条件に曝するこ
とにより形成される、ｐＨ応答性ポリカチオンヒドロゲル。
【請求項２】
　カチオン性モノマーの量の、疎水性モノマー部分の量に対する割合が、２０～５０ｍｏ
ｌ％である、請求項１に記載のｐＨ応答性ポリカチオンヒドロゲル。
【請求項３】
　カチオン性モノマーが５０～８０ｍｏｌ％であり、疎水性モノマー部分が２０～５０ｍ
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ｏｌ％であり、分解性架橋剤が０．５～５ｍｏｌ％である、請求項１又は２に記載のｐＨ
応答性ポリカチオンヒドロゲル。
【請求項４】
　１００μｇ／ｍＬで８０％を超える細胞適合性である、請求項１～３のいずれかに記載
のｐＨ応答性ポリカチオンヒドロゲル。
【請求項５】
　ｐＨ７．４で正の表面電荷を有する、請求項１～４のいずれかに記載のｐＨ応答性ポリ
カチオンヒドロゲル。
【請求項６】
　ｐＨ応答性ポリカチオンヒドロゲルに共有結合されている複数のポリ（エチレングリコ
ール）ポリマーをさらに含む、請求項１～５のいずれかに記載のｐＨ応答性ポリカチオン
ヒドロゲル。
【請求項７】
　ｐＨ応答性ポリカチオンヒドロゲルに共有結合されている複数のポリオキサゾリンポリ
マーをさらに含む、請求項１～６のいずれかに記載のｐＨ応答性ポリカチオンヒドロゲル
。
【請求項８】
　ｐＨ応答性ポリカチオンヒドロゲルの外面に共有結合されており、かつ少なくとも部分
的に配置されている複数のポリ（エチレングリコール）又はポリオキサゾリンポリマー又
はその両方をさらに含む、請求項１～７のいずれかに記載のｐＨ応答性ポリカチオンヒド
ロゲル。
【請求項９】
　カチオン性モノマーが、２－（ジエチルアミノ）エチルメタクリレート（ＤＥＡＥＭＡ
）である、請求項１～８のいずれかに記載のｐＨ応答性ポリカチオンヒドロゲル。
【請求項１０】
　カチオン性モノマーが、２－（ｔｅｒｔ－ブチルアミノ）エチルメタクリレート（ＢＡ
ＥＭＡ）である、請求項１～８のいずれかに記載のｐＨ応答性ポリカチオンヒドロゲル。
【請求項１１】
　カチオン性モノマーが、第三級アミノメタクリレート、ジメチルアミノエチルメタクリ
レート、ジエチルアミノエチルメタクリレート、ジイソプロピルアミノエチルメタクリレ
ート、モルホリノエチルメタクリレート、ポリリシンメタクリレート又はそれらの組合せ
である、請求項１～８のいずれかに記載のｐＨ応答性ポリカチオンヒドロゲル。
【請求項１２】
　疎水性モノマー部分が、ｔｅｒｔ－ブチルメタクリレート（ＢＭＡ）である、請求項１
～１１のいずれかに記載のｐＨ応答性ポリカチオンヒドロゲル。
【請求項１３】
　疎水性モノマー部分が、反応性メタクリレート又はアクリレートである、請求項１～１
１のいずれかに記載のｐＨ応答性ポリカチオンヒドロゲル。
【請求項１４】
　疎水性モノマー部分が、脂肪族（メタ）アクリレート、プロピル（メタ）アクリレート
、ｔｅｒｔ－ブチル（メタ）アクリレート、２－（ｔｅｒｔ－ブチルアミノ）エチルメタ
クリレート、ｎ－ブチル（メタ）アクリレート、フェニル（メタ）アクリレート、イソ－
ブチル（メタ）アクリレート、ヘキシル（メタ）アクリレート、イソ－デシル（メタ）ア
クリレート、ラウリル（メタ）アクリレート、又はそれらの組合せである、請求項１～１
１のいずれかに記載のｐＨ応答性ポリカチオンヒドロゲル。
【請求項１５】
　分解性架橋剤が、ホモ二官能性メタクリレートである、請求項１～１４のいずれかに記
載のｐＨ応答性ポリカチオンヒドロゲル。
【請求項１６】
　ｐＨ応答性ポリカチオンヒドロゲル内に配置されたアニオン性治療薬をさらに含む、請
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求項１～１５のいずれかに記載のｐＨ応答性ポリカチオンヒドロゲル。
【請求項１７】
　ｐＨ応答性ポリカチオンヒドロゲル内に配置されたｓｉＲＮＡをさらに含む、請求項１
～１６のいずれかに記載のｐＨ応答性ポリカチオンヒドロゲル。
【請求項１８】
　２０ｎｍ～２００ｎｍのｚ－平均粒子径を有する、請求項１～１７のいずれかに記載の
ｐＨ応答性ポリカチオンヒドロゲル。
【請求項１９】
　分解性架橋剤が、ジスルフィド含有架橋剤である、請求項１～１８のいずれかに記載の
ｐＨ応答性ポリカチオンヒドロゲル。
【請求項２０】
　ジスルフィド含有生分解性架橋剤が、ビス－（２－メタクリロイルオキシエチル）ジス
ルフィドである、請求項１９に記載のｐＨ応答性ポリカチオンヒドロゲル。
【請求項２１】
　請求項１～２０のいずれかに記載のｐＨ応答性ポリカチオンヒドロゲルを含む医薬製剤
。
【請求項２２】
　６．５以下のｐＨで、請求項１～２０のいずれかに記載のｐＨ応答性ポリカチオンヒド
ロゲルを提供するステップと、
　７以上のｐＨを有する環境に前記ｐＨ応答性ポリカチオンヒドロゲルを導入するステッ
プと
を含む方法。
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